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人
類
の
歴
史
は
、
戦
争
の
歴
史
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、人
道
支
援
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
。

戦
争
は
殺
戮
の
現
場
で
あ
り
、
救
助
の
現
場

で
も
あ
っ
た
。
戦
争
の
犠
牲
者
が
飛
躍
的
に

増
大
す
る
に
つ
れ
て
、人
道
支
援
が
拡
大
し
、

国
際
人
道
法
が
整
備
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現

在
に
お
い
て
も
武
力
紛
争
に
お
い
て
殺
戮
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
お
り
、
人
道
支
援
の
役
割

は
減
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
武
力
紛
争
の
性

質
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
人
道
支
援
の
性
質

も
変
化
し
て
お
り
、
両
者
の
最
新
の
動
向
を

不
断
に
捉
え
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

武
力
紛
争
な
ど
の
危
機
的
状
況
に
お
い

て
、
危
険
な
土
地
を
捨
て
て
安
全
で
豊
か
な

場
所
を
求
め
て
避
難
す
る
人
び
と
が
い
る
。

いまを読む5冊

②国内避難民問題のグローバル・ガバナンス
   ―アクターの多様化とガバナンスの変化
   赤星聖・著
　 有信堂高文社、2020 年

④あやつられる難民
   ―政府、国連、NGO のはざまで
   米川正子・著
　 ちくま新書、2017 年

③人道支援は誰のためか
　 ―スーダン・ダルフールの国内避難民社会に見る
     人道支援政策と実践の交差
    堀江正伸・著
    晃洋書房、2018 年

①変貌する「難民」と崩壊する国際人道制度
    ―21 世紀における難民・強制移動研究の分析枠組み
   小泉康一・著
    ナカニシヤ出版、2018 年

︻
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︼

岐
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大
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授
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友
也

⑤保護する責任
    ―変容する主権と人道の国際規範
    政所大輔・著
     勁草書房、2020 年
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①
で
は
、
そ
の
よ
う
な
人
び
と
を
危
機
難
民

と
呼
び
、
彼
（
女
）
ら
に
対
す
る
人
道
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
。
危
機
難

民
は
、
難
民
と
も
移
民
と
も
同
定
で
き
な
い

多
様
な
存
在
で
あ
り
、
人
道
支
援
は
応
急
対

応
す
る
だ
け
で
な
く
、
就
業
に
よ
る
生
計
の

確
保
と
い
っ
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
の
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る

と
主
張
す
る
。
難
民
研
究
の
最
先
端
の
動
向

も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
一
読
に
値
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
難
民
の
な
か
に
は
、
国

境
を
越
え
ず
に
国
内
の
安
全
な
地
域
に
避
難

す
る
人
び
と
も
い
る
。国
内
避
難
民
で
あ
る
。

②
は
、
国
際
機
関
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
統
治
者
が
、
国
内
避
難
民
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

設
計
や
管
理
、
実
施
や
実
行
に
お
い
て
中
心

的
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
く
、
他
の
国
際

機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治

者
間
関
係
」
を
構
築
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
集
権
的
、
協
働
的
、
調
整

的
、
断
片
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
四
つ
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
類
型
を
新
た
に
提
唱
し
た
。
最
新

の
理
論
と
分
析
手
法
を
用
い
た
意
欲
的
な
研

究
で
あ
る
。

　

国
内
避
難
民
に
対
す
る
人
道
支
援
に
つ
い

て
、
ス
ー
ダ
ン
・
ダ
ル
フ
ー
ル
で
の
人
道
支

援
活
動
の
経
験
と
調
査
を
通
じ
て
分
析
し
た

の
が
、
③
で
あ
る
。
ダ
ル
フ
ー
ル
の
モ
ル
ニ

国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
人
道
支
援
が
、

農
耕
民
と
遊
牧
民
、
国
内
避
難
民
と
非
国
内

避
難
民
の
対
立
を
助
長
し
、
伝
統
的
統
治
シ

ス
テ
ム
を
変
質
さ
せ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た

上
で
、
国
内
避
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
お
け
る
受

益
者
間
、
そ
の
周
辺
社
会
間
の
関
係
性
を
再

構
築
す
る
た
め
に
人
道
支
援
を
活
用
す
る
こ

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
紛
争
地
域
に
お
け
る

人
道
支
援
に
通
じ
た
著
者
の
経
験
が
十
分
に

生
か
さ
れ
て
い
た
専
門
書
で
あ
る
。

　

④
は
、
ア
フ
リ
カ
東
部
に
お
け
る
難
民
支

援
に
従
事
し
た
経
験
に
基
づ
く
批
判
的
研
究

で
あ
る
。
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所

（
U
N
H
C
R
）
は
非
政
治
的
な
機
関
と
さ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

拠
出
国
の
影
響
を
受
け
て
活
動
し
て
お
り
、

中
立
性
が
失
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
、
U
N
H
C
R
の
職
員
で
す
ら
官
僚
主
義

や
キ
ャ
リ
ア
を
優
先
し
て
難
民
保
護
を
蔑
ろ

に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
道
支
援
に
対

す
る
鋭
い
批
判
を
通
じ
て
、
そ
の
課
題
を
鮮

明
に
暴
き
出
し
た
卓
越
し
た
著
作
で
あ
る
。

　

武
力
紛
争
な
ど
の
人
道
危
機
に
対
応
す
る

国
際
社
会
の
責
任
を
明
確
に
し
た
の
が
、「
保

護
す
る
責
任
」
の
規
範
で
あ
っ
た
。
⑤
は
、

保
護
す
る
責
任
に
関
す
る
日
本
で
初
め
て
の

本
格
的
な
専
門
書
で
あ
る
。
保
護
す
る
責
任

の
規
範
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
伝
播

し
、変
容
し
た
の
か
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

国
家
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
け
で
な
く
国
連
事
務
総
長

や
独
立
国
際
委
員
会
と
い
っ
た
多
様
な
ア
ク

タ
ー
が
、
戦
略
的
に
規
範
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
利
用
し
、
激
し
い
攻
防
を
通
じ
て
規
範
を

変
容
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
手
堅
く
論
証
し
て

い
る
。
●
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歴
史
上
、
イ
ラ
ン
お
よ
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
は
、
そ
の
地
理
的
特
性
ゆ
え
に
緩
衝
国
家

と
し
て
の
役
割
を
負
わ
さ
れ
、
大
国
か
ら
の

干
渉
を
受
け
続
け
て
き
た
。
今
年
一
月
に
船

出
し
た
バ
イ
デ
ン
米
政
権
下
で
、
こ
れ
ら
両

国
へ
の
外
交
政
策
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
中
、
両
国
を
包
む
地
域
を
「
西
ア
ジ
ア
」

と
し
て
通
史
的
か
つ
広
域
的
に
捉
え
る
こ
と

は
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

①
は
、
イ
ラ
ン
の
歴
史
を
包
括
的
に
理
解

す
る
上
で
の
必
読
書
で
あ
る
。
本
書
は
、
山

川
出
版
社
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
西
ア
ジ
ア
史
Ⅱ　

イ
ラ
ン
・
ト
ル
コ
』
か

ら
イ
ラ
ン
史
に
関
す
る
章
を
抜
き
出
し
再
編

成
さ
れ
た
上
で
出
版
さ
れ
た
、
実
務
家
・
研

いまを読む5冊

②イラン現代史
   ―従属と抵抗の 100 年（改訂増補）
   吉村慎太郎・著
　 有志舎、2020 年

④紛争下における地方の自己統治と平和構築
   ―アフガニスタンの農村社会メカニズム
   林裕・著
　 ミネルヴァ書房、2017 年

③ターリバーンの政治思想と組織
　アブドルワッハーブ・アル=カーブリー・著
    現代政治経済研究社、2018 年

①イラン史
   羽田正・編    
　山川出版社、2020 年

︻
評
者
︼

中
東
調
査
会
研
究
員

青
木
健
太

⑤ビリオネア・インド
    ―大富豪が支配する社会の光と影
    ジェイムズ・クラブツリー・著
     白水社、2020 年
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究
者
に
と
っ
て
待
望
の
書
で
あ
る
。「
イ
ラ

ン
史
」
は
、
国
名
、
領
域
、
あ
る
い
は
国
民

の
ど
の
構
成
要
素
に
焦
点
を
当
て
る
か
に

よ
っ
て
、大
き
く
意
味
合
い
を
変
化
さ
せ
る
。

本
書
で
は
、「
時
代
ご
と
に
異
な
る
『
イ
ラ

ン
』
の
姿
を
、
執
筆
者
が
関
心
を
も
つ
角
度

か
ら
描
く
」（
序
文
）
手
法
を
と
る
こ
と
で
、

多
面
的
な
イ
ラ
ン
の
実
像
に
迫
る
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。
編
者
自
身
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
本
書
の
再
編
成
の
過
程
で
九
世
紀
以
前

の
叙
述
は
外
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ラ
ン
革
命

以
降
の
現
代
史
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、「
い

ま
」
を
理
解
す
る
大
き
な
助
け
と
な
る
。

　

②
も
イ
ラ
ン
の
歴
史
書
だ
が
、
①
が
前
史

（
九
世
紀
～
）
を
含
む
の
に
対
し
、
こ
ち
ら

は
特
に
立
憲
革
命
（
一
九
〇
五
～
一
一
年
）

以
来
の
「
従
属
と
抵
抗
」
の
現
代
史
に
特
化

し
て
い
る
。
本
書
の
初
版
は
二
〇
一
一
年
に

刊
行
さ
れ
た
が
、
今
回
、
〇
一
年
か
ら
一
九

年
末
ま
で
の
政
治
動
向
が
加
筆
（
第
八
章
）

さ
れ
改
訂
増
補
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
評
者

に
は
、
イ
ラ
ン
が
大
国
の
利
害
に
翻
弄
さ
れ

る
構
造
は
、
現
在
ま
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。イ
ラ
ン
の
人
々
が
、

歴
史
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
大
国
か
ら
の
干

渉
に
抵
抗
し
、
理
想
を
追
い
求
め
て
き
た
の

か
を
、
本
書
は
素
描
し
て
い
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
和
平
を
理
解
す
る
上
で

有
益
な
の
が
、
③
で
あ
る
。
二
〇
年
九
月

一
二
日
か
ら
、
ド
ー
ハ
に
お
い
て
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
政
府
・
タ
ー
リ
バ
ー
ン
間
の
和
平

交
渉
が
始
ま
り
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
見
方
を

理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
論
を
待
た
な

い
。
し
か
し
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
説
明
し
た
資
料
は
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
る
。
本
書
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
公
式
サ

イ
ト
『
ジ
ハ
ー
ド
の
声
』
の
ア
ラ
ビ
ア
語
版

だ
け
に
一
時
期
掲
載
さ
れ
た
長
文
の
論
考
を

元
に
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
思
想
の
基
礎
を
翻

訳
・
解
説
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
大
義

が
行
動
の
全
て
を
決
め
る
わ
け
で
な
い
も
の

の
、
今
後
を
見
通
す
上
で
大
い
に
役
立
つ
。

　

④
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
地
方
部
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
地
方
の
自

己
統
治
機
構
が
公
的
な
地
方
行
政
機
構
と
は

別
に
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
良
書
だ
。
欧
米
起
源
の
統
治
モ
デ
ル

の
導
入
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
混
乱
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
本
書
が
提
示
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
統
治
モ
デ
ル
は
、
注
目
に
値
し
よ

う
。

　

最
後
に
⑤
は
、
西
ア
ジ
ア
の
も
う
一
つ
の

キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
、
今
世
紀
後
半
に
は

米
・
中
を
も
凌
駕
す
る
潜
在
力
を
秘
め
た
大

国
イ
ン
ド
の
怒
涛
の
経
済
成
長
と
、
そ
れ
に

伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
を
描
写
し
た
出
色
の

出
来
栄
え
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

一
一
年
か
ら『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・タ
イ
ム
ズ
』

ム
ン
バ
イ
支
局
長
だ
っ
た
著
者
が
、
超
富
裕

層
の
栄
華
、
汚
職
や
縁
故
主
義
が
は
び
こ
る

社
会
、
拡
が
る
格
差
を
軽
妙
な
筆
致
で
記
述

し
て
い
る
。
淀
み
な
く
流
れ
る
よ
う
な
翻
訳

も
、
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。
●




